


P74 P75

74 75

～「旧八女郡役所」の再生活用～
　「旧八女郡役所」は、学術調査によると、明治20年代に

民間が建築、県に賃貸し役所として使用されたものと思

われるとあり、八女郡（現在の八女市・筑後市・広川町）

の郡役所だったことがわかっています。明治中期から戦

前にかけての八女地方では、江戸期に醸成された産業

や文化が花開き、都市や山村の基盤が充実していきま

した。その礎になったのが、当時の郡長・田中慶介が作

成した八女郡是や各地域の町村是で、その舞台が「旧

八女郡役所」でした。

　私たちは「旧八女郡役所」の建物を実際に活用するた

めに必要な修理を平成27年度から行っています。今回

の助成を受け、①地元材を用いた床張り・壁張りワーク

ショップ、②杉が床材になるまでを知る見学会、③完成

後のイベント開催、④敷地内の外構整備へ向けた勉強

会の4つの活動を行いました。

　平成27年7月より実施した本格的な基本構造・屋根・外

壁の改修及び会員を中心に一般参加者を募った土壁

塗り・塗装ワークショップによって、最低限安全に建物の

内部利用ができる状態になりましたが、内装は手付かず

の状況でした。

　建物内に、テナント（酒屋）と当団体が運営する「kito-

rasu（キトラス/基本は絵本屋さんが運営）」をつくることが

決まり、平成28年5月頃から内装工事を行う予定で準備

を進めていましたが、材料調達や大工さんの都合によ

り、本格工事開始が秋以降に遅れてしまい、まずはでき

ることは自分達で進めることにして床張り・壁張りをする

ための準備・片付け工程を少しずつ進めました。

　最初は建物内で湿気の多い部分をコンクリート土間に

するために必要な掘削作業で、重機などは扱えないの

で、スコップと一輪車を駆使した肉体作業でコツコツ掘り

進めました。次に解体作業で、最初はおっかなびっくり

でしたが、途中からは勢いが出てきて予想以上に早く終

わりました。さらに壁づくり(荒壁塗りまで)も行いました。

平成27年度に実施した荒壁塗りでは、ボランティアの

方々へのお世話のためNPOスタッフは土壁塗りを経験

することが出来ず、その反省と今後の修理のことを考え、 

NPOスタッフだけでも荒壁塗りを出来るようになるため、

竹を仕入れ、割り、藁を切り、土に藁や水を混ぜ調合す

るところから勉強する荒壁塗りを行いました。他にも、外

構の草刈りや廃材の分別・運搬を随時しました。

　そのような準備を毎週末行い、床のコンクリート土間打

ちが年末に終わり、年明けの1～2月の床張りワークショッ

プが決まりました。床組みまでを大工さんにお願いし、一

般の方にWEB等で募集したところ、20人以上の方が九

州一円から参加されました。しかし、運営側は初めてのこ

とで段取りが悪く、作業の人手が余ってしまい、一般参加

者とともに作り上げるプロセスを大事にしたいと張り切っ

ていたものの結果的に手持ち無沙汰にしてしまいまし

た。その後は大々的なワークショップ開催の広報はせ

ず、NPOスタッフを中心に口コミでの参加者と少人数で

作業を進めました。少人数で丁寧に床張りをしていくと、

材料が腐っていたり、反っていたりと自然乾燥材の特徴

に気づきながら、「あー、また曲がってる！」や「張り直し

ましょうか！」などの言葉が飛び、和気藹々といった雰囲

気で作業が進み、愛着も湧いてきたように思います。　

　普段は大工さんに任せてしまい簡単に考えてしまいが

ちな工事ですが、実際に自分たちだけで板材を現場の

実寸に合わせて切り、張るのは大変難しく（楽しい）ことを

実感しました。こちらも少しずつ作業を進めていくと、空

間の変わりように感動し、木の香りもして、店舗空間らしく

なりました。

活動内容と成果

1.まずは、自らが学び実践することから始める

建築物内装の土壁塗り・床張り・壁張りワークショップ




